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            総務課 

「岡山と日本の未来を切り拓くグローバル・リーダーの育成」を目指して 

   保護者の皆様方には、御健勝のこととお慶び申

し上げます。また、平素から本校教育に対しまして、

多大なる御理解と御協力を頂き、心から感謝申し

上げます。 

   去る４月10日（月）、穏やかな春の日差しに包ま

れた中、平成29年度岡山操山高等学校入学式を

挙行いたしました。当日は御来賓のPTA役員の

方々をはじめ、多数の保護者の皆様の御臨席を

賜り、厳粛な雰囲気のもと、素晴らしい入学式を挙

行することができました。 

  その後、中学校・高等学校の新入生・在校生合

わせて約1,200名が一堂に会して、１学期始業式と

対面式を行い、平成29年度がスタートしました。私

の式辞や各種行事での挨拶等は、今年度も本校

ホームページに「校長ブログ」として掲載いたしま

すので、御覧いただければと思います。  

    さて、岡山操山高等学校は、一昨年度から文部

科学省「スーパーグローバルハイスクール(SGH)」

の指定を受けて、「『和して流れず』の精神で、岡山

と日本の未来を切り拓くグローバル・リーダーの育

成」を目指して教育に取り組んでいます。 

    グローバル化が進展する社会にあって、「未来

を切り拓く」リーダーの基盤となるのは、教科学習

での諸科学等に関する重層的な知識に加え、生

徒自身が「未来航路」等で主体的、対話的に獲得

した知識を活用しながら、自らの生き方と世界の

「あるべき未来」を描き、それを実現していく「意志

と力」を育むことが大切だと私は考えています。「未

来航路」などSGHの取組をはじめ、本校での学習

全体を通して、操山生には、その「意志と力」を身に

付けてほしいと願っています。 

    また、自らの生き方に関わる「あるべき未来」を

描くためには、自分が知っていることを増やすしか

ありません。なぜなら、自分が将来やりたいことは、

自分が知っていることの中からしか見つからない

からです。たくさんの知識を得ることで、生徒の世

界が広がり、やりたいことの選択肢も増えていきま

す。  

   そこで、日々の授業や未来航路、校外での様々

な活動等を通して、知っていることを増やす努力を

続けてほしいと思います。学んだことは必ず先で

生きてきます。今頑張っていることは、人生のどこ

かでつながり、必ず実を結びます。また、自分が決

断し、あるべき「未来」を目指して努力した経験は、

その成否に関わらず、生徒が大人になったとき、力

強く生きていく力にもなります。受験勉強の先が見

える生徒に成長してほしいというのが私の願いで

す。 

   未来を実現していく「意志と力」も、高校時代にい

ろいろな生きた経験を重ねることから育まれます。

日々の授業はもちろんですが、「未来航路」でのグ

ループでの課題研究、松柏祭での企画・立案から

実行に至る段取りや準備作業等を通して、最後ま

で、自分の目指す目標の実現に向けてやり抜くこ

とや、柔軟な判断力、人を動かすためのコミュニ

ケーション力、タフネス等を育むことを期待してい

ます。 

    さらに、国際社会で必要なのは、「幅広く深い教

養」に根ざした人間的な迫力（人間としての厚み）

だと思います。グローバル社会では、多様な価値

観や歴史的背景を持った人々と接することが多く

なります。自分の専門分野以外にどういう教養を

持っているかが、信頼関係を築く上で必須条件と

なるでしょう。日本や世界の歴史や文化、科学、哲

学等の知識、自分の理念（信念）も含め、自分の言

葉できちんと説明し、コミュニケーションができるこ

とを目指してほしいと思います。 

    「世界で戦える人材を育てる。」これは、110余年

の歴史を有する岡山県のナンバースクールとして

の本校の新たなミッションだと考えます。知的好奇

心に溢れ、学ぶことを楽しみ、優れた思考力や表

現力を有するとともに、多様性を受け入れ、生かし

合う豊かな人間性を持つことが、グローバル・リー

ダーの条件です。そのような心豊かでたくましい人

間の育成に向け、今年度も教職員一丸となって取

り組んでまいりますので、御理解、御協力をよろしく

お願いいたします。 

校長 近藤 治 
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今年度の人事異動 

４/18(火)～20(木) １年宿泊研修 

５/13(土) 中高授業公開(一般対象) 

５/15(月) 代休(5/13より) 

５/18(木)～23(火) 第１回学力テスト 

５/22(月) ＰＴＡ総会 

５/25(木) 春季球技大会 

５/29(月) 教育実習開始 

６/２(金) ２年第１回実力テスト 

６/７(水) １年第１回実力テスト 

６/７(水)～８(木) ３年第２回模擬テスト 

６/10(土) １・２年土曜活用講座 

６/16(金) 中高参観日 

６/17(土) １・３年土曜活用講座 

６/20(火)～23(金) ２年修学旅行（関東） 

     ～24(土) ２年修学旅行（海外） 

６/24(土) １・３年土曜活用講座 

７/３(月)～７(金) 第２回学力テスト 

７/19(水) 終業式 大掃除 

７/20(木)～27(木) １・２・３年補習 

８/16(水)～25(金) １・２・３年補習 

８/24(木)～25(金) ３年第３回模擬テスト 

 

※８/28(月) 始業式 １・２年宿題テスト 

 

転出・退職者 

 教頭  三宅 正志 (倉敷天城高校へ） 

 国語 山磨 道  (岡山県教育庁高校教育課へ) 

    永瀬 理恵（玉野高校へ）     

  

 数学  岡本 修明 (岡山工業高校へ) 

 理科 永原 和三 (倉敷商業高校へ) 

     山本 拓 (倉敷天城高校へ） 

     居上 伊世(岡山城東高校へ) 

 保体 佐藤比呂美（退職） 

  

 英語 藤井 絵美（林野高校へ） 

 

 

 

養護教諭 佐々木貴美子 (東岡山工業高校へ) 

総括副参事 廣石 肇 (笠岡高校へ)            

司書(主幹) 成本 由貴 (岡山芳泉高校へ) 

 主事 溝口 明里 (岡山東商業高校へ)   

支援員 片岡 尚子 (退職) 

転入者 

  教頭 森 泰三 (備前緑陽高校から）  

  国語 大久保達也 (玉島商業高校から) 

     清水 梨恵 (採用) 

地歴公民  脇坂 祐司 (倉敷古城池高校から) 

  数学  横山 大輔 (鳥取 倉吉東高校から） 

 理科  野島 祥之(倉敷古城池高校から)  

     小野 佑介 (倉敷工業高校から) 

     加門 卓弥 (採用) 

 保体 竹本 彩香 (高梁高校から) 

    松永 隆佑（採用）  

 英語 磯本 彩子（興陽高校から） 

    内藤 久子（採用） 

    ﾜｲｳﾃﾞｨ ﾃﾞｨﾋﾞｯﾄ（採用） 

養護教諭 寺澤多佳子 (倉敷工業高校から) 

総括主幹   熊代 和子（岡山東商業高校から） 

司書(副参事)  大村 文誉 (総社高校から)  

  主事 板田 慶紀 (岡山工業高校から) 

 

ホームページをご覧ください 

 学校行事の様子や部活動の実績など、岡山

操山高校の今をホームページでお伝えしてい

ます。昨年度よりデザインをリニューアルし、さ

らに充実した内容になっています。即時性を大

切にして更新していますので、岡山操山高校

の「今」、つまり最新の情報を得ることができま

す。学校からの配付物とあわせてご覧くださ

い。                     

「和して流れず」 

             について 
 

 学校通信は、学校と家庭が

協力し連携を一層深めること

を通して、お子様の成長を援

助するという目的で、学期に１

回発刊しています。本校の教

育理念や保護者の方へのお

知らせ、お願い等を発信して

いきますので、他の配付物と

あわせてお読みいただき、役

立てていただければ幸いで

す。 

 タイトルの「和して流れず」

は、本校の前身の一つである

明治33年開校の「岡山県高等

女学校（略称・一女）」で語ら

れていた精神です。本校前庭

には、全国初の女性国会議員

の一人、近藤鶴代女史の手に

よる石碑もあります。この精神

は「社会の一員としての自覚

を深め、互いに認め、ともに高

め合う、豊かな人間性を持っ

た生徒を育成する」という本校

の教育目標にもつながるもの

です。保護者のみなさまとも協

同しながら、よりよい教育活動

を目指していきたいと考えて

いますので、ご協力をよろしく

お願いします。  


